
 

 

                          

   

 

                                         

  

  

 

  平成２２年６月２１日（月）午後７時～９時に、竹山自治会館において、「第２回みどりのわ・さ

さえ愛プラン竹山地区別計画策定委員会」を開催し、みどりのわ・ささえ愛プラン竹山地区別計画の

策定に向け話し合いました。 

 

★みどりのわ・ささえ愛プラン竹山地区別計画とは・・ 

誰もが住み慣れた竹山の街で安心して暮らしていけるよう、日々の暮らしの中で起きて

いる福祉保健などの課題について、地域の皆さん・地域ケアプラザ・区社会福祉協議会・

区役所等で共に検討し、課題解決に向けて地域全体で取り組んでいくための計画です。 

 

★「竹山地区別計画策定委員会」とは・・ 

 竹山地区の各福祉保健団体等の代表２１名がメンバーとなり、みどりのわ・ささえ愛プ

ラン竹地区別計画の策定に向けた地域の課題を検討する委員会です。 

 

 

    

        

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹山地区別計画策定委員会 

平成２２年８月発行 

竹山地区別計画策定委員会通信№2 

 

 

～委員の皆さん～ 

・連合自治会 ・地区社会福祉協議会 ・民生委員・児童委員 ・保健活動推進員     

・友愛活動推進員    など      

 

第１回委員会は、平成２２年２月２０日（土）に行わ

れました。委員会では、竹山地区ですでに行われてい

る取り組みの紹介、それらの課題やこれからの新たな

対応について活発な意見交換が行われました。 

 

今回の委員会では、出された課題を整理して、それぞ

れについてこれから取り組めそうな内容について意

見を出し合いました。 

ボランティアに気軽に参加できる 

「しくみ」づくり 

世代間・活動団体間の交流をすすめる

知りたい情報を届ける工夫    

テーマ 1 

テーマ 2 

テーマ 3 

・ボランティアセンター 

・さまざまな自治会活動 

・夏祭り・花火大会など 

・青少年ひろば 

・美化デー・階段委員 

・食事会、配食サービス 

・赤ちゃんお祝い会など 

 

・行事の担い手の減少 

・もっと PR が必要 

・活動を活性化したい 

・参加者の固定化 

・転入者には敷居が高い 

・若い世代の 

参加が少ない…など 

出てきた課題 
すでに取り組んでいること 

 
委員会の様子 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回第３回策定委員会では、これらのテーマをもとに、竹山地区別計画を策定していきます。

「「「「みどりのわみどりのわみどりのわみどりのわ・・・・ささえささえささえささえ愛愛愛愛プランプランプランプラン」」」」についてについてについてについて、、、、緑区緑区緑区緑区ホームページホームページホームページホームページでもごでもごでもごでもご覧覧覧覧いただけますいただけますいただけますいただけます。。。。    

http://www.city.yokohama.jp/me/midori/http://www.city.yokohama.jp/me/midori/http://www.city.yokohama.jp/me/midori/http://www.city.yokohama.jp/me/midori/    

＜連絡先＞ 

 竹山地区別計画策定委員会 

 事務局 TEL：９３０－２３３６ 

  （緑区 保険年金課内） 

「「「「このこのこのこの街街街街にににに住住住住んでんでんでんでよかったよかったよかったよかった」」」」とみんながとみんながとみんながとみんなが

思思思思えるえるえるえる竹山竹山竹山竹山へへへへ！！！！！！！！    

 

世代間・活動団体間の交流をすすめる取り組み 
これから出来そうなこと 

１ 情報交換する機会をつくり、わが町 PR、竹山地区の良さを伝えていく 

２ 竹山の４０周年事業として、記念誌を発行し全世帯に呼びかけていく 

３ 活動の一覧表をつくる（年間スケジュール、活動内容、メンバー募集 等） 

４ パソコンでデータベースを作成し、いつでも情報が取り出せるようにする 

５「竹山広報」などを利用して参加を呼びかける 

６ 美化デーなどの活動を利用した近隣のつながりづくり 

１ 美化デーなどを利用した棟ごとの交流など、身近なところから交流をはかる 

２ 育児中の父親が参加しやすい企画、親子が参加しやすいプログラムづくり 

３ 青少年指導員・体育指導員の協力を得ながら、多くの人が集まる楽しい企画を考える 

４ 大学・高校との接点を持ち、意識的に若い世代の参加を誘う 

５ 行事を行う際には実行委員会制の導入など、役員の負担についても考慮する 

１「竹山広報」などを利用して参加を呼びかける 

２ 美化デーなど 近隣の清掃活動や行事を利用したつながりづくり 

３ 自治会に加入するメリットをチラシ等で周知する 

４ 実行委員会制の導入で役員の負担を軽減し広く参加を呼びかけていく 

 

ボランティア活動等に参加する仕組み作り 

これから出来そうなこと 

 

知りたい情報を知らせる工夫 
これから出来そうなこと 


